
 

 

 

 

 

 
TVアニメ『シドニアの騎士』が 

SIGGRAPH ASIA 2014 Electronic Theater上映作品に選定！ 
 

株式会社ポリゴン・ピクチュアズ（本社：東京都港区、代表取締役社長：塩田周三）が制作し、2014年 4月から国内を

はじめ、世界 50 カ国以で放送・配信されている TV シリーズ『シドニアの騎士』が、アジア最大級の CG の祭典、

SIGGRAPH ASIA 2014 Computer Animation Festivalに入選、かつ Electronic Theater上映作品に選定されたことを

発表いたします。 

 

SIGGRAPH ASIA において開催されている Computer Animation Festivalでは、毎年世界中から応募される 500本近

い作品の中から入選作品が選ばれ、入選作品の中でも特に優れた作品が Electronic Theaterにて上映されます。 

 

今回の選定について、当スタジオ担当プロデューサー石丸健二は、「作品のクリエイティビティ―だけでなく、技術力、

先進性、そしてユニバーサルなコンテンツであるかが問われる Electronic Theater上映作品に、当社 30周年記念作

品である『シドニアの騎士』が選ばれたことをとても誇りに思います」とコメントしております。 

 

当社は、今後も日本発のコンテンツの海外展開に積極的に取り組み、世界中に驚きと感動をもたらす作品の創造と

発信を拡充してまいります。 

 

 

【SIGGRAPH ASIA 2014について】  

今年で 7年目を迎える SIGGRAPH ASIAは 52 カ国、7000人以上の業界プロフェッショナルが最新の CGテクノロジ

ーとクリエイティブ力を展示会やカンファレンスで発表するアジア最大級の CG の祭典。アニメーションはもちろん、ゲ

ーム、芸術、インタラクティブ、教育、そしてウェブなど業界のあらゆるジャンルを網羅するこのイベントには、最新情

報、トレンド、人脈にアクセスするために CG業界関係者が世界中から集まります。今年は 12月 3日から 6日まで、

中国深圳にて開催。 

 

【SIGGRAPH ASIA 公式サイト】 

http://sa2014.siggraph.org/en/ 

 

 

【『シドニアの騎士』 について】 

月刊『アフタヌーン』（講談社刊）にて弐瓶勉が連載している正道ロボット

SF漫画。単行本は 13巻まで刊行されており、日本では TV アニメが 2014

年 4 月から 6 月まで MBS 他にて放送された。アニメの続編である『シドニ

アの騎士 第九惑星戦役』の製作も発表されている。 

 

あらすじ：対話不能の異生物・奇居子（ガウナ）に太陽系を破壊されて

1000 年。脱出した人類の一部は、巨大な船シドニアで、繁殖と生産を維持

しながら宇宙を旅している。地下で暮らしていた青年・谷風長道は、衛人

（モリト）と呼ばれる大型兵器の訓練生となり、歴史的名機・継衛（ツグモリ）

に搭乗。奇居子（ガウナ）との命を賭した戦いが、今ここに幕を開ける！ 

 

【アニメ公式サイト】 

http://www.knightsofsidonia.com   
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【株式会社ポリゴン・ピクチュアズについて】 

当社は、株式会社アマナ（本社：東京都品川区、代表取締役社長：進藤博信、証券コード：東証マザーズ 2402）を主

軸とするアマナグループとして、エンタテインメント映像の製作を主体的に手がけている事業会社で、昨年、設立 30

周年を迎えました。 

1983 年 7 月の設立以来、「誰もやっていないことを圧倒的なクオリティで世界に向けて発信していく」ことをミッション

に、グループ会社「Silver Ant PPI Sdn. Bhd.」を含め、国内外から集結した 400名以上のクリエイターが集結。日々コ

ンテンツの企画制作に力を注いでいます。映画、ゲーム、展示会など、様々なメディアに対応するデジタルアニメーシ

ョンを制作しているほか、TVシリーズでは、『トランスフォーマー プライム』『スター・ウォーズ：クローン・ウォーズ』（両

作ともデイタイム・エミー賞受賞）、『トロン：ライジング』（アニー賞受賞）などを制作してまいりました。2014 年からは、

『シドニアの騎士』（静野孔文監督）、『山賊の娘ローニャ』（宮崎吾朗監督）などの作品を皮切りに、日本国内向け TV

アニメーションの制作も本格的にスタートしております。 

今後も当社は、世界的に評価が高い日本のアニメーションと、当社独自の技術開発力・企画制作ノウハウとを融合さ

せ、コンテンツ・ビジネスにおけるリーディング企業を目指してまいります。詳細につきましては、http://www.ppi.co.jp 

をご覧ください。 

このリリースに関するお問い合わせ： 株式会社ポリゴン・ピクチュアズ プロデュース部 担当：溝辺（みぞべ）まで 

住所： 〒106-0047東京都港区南麻布 3-20-1 麻布グリーンテラス 1階 

電話： 03-5789-4172 FAX： 03-5789-4180  メール： marketing@ppi.co.jp  

 

http://www.ppi.co.jp/

